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昨
年
七
月
の
新
聞
記
事
に
「
新
た
な
地
質
年
代
提
案
へ
」
と
す
る
見
出
し
で
『
人
新
世
』

と
い
う
造
語
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
少
し
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
記
事
だ
っ
た
の
で
、
ご

記
憶
に
あ
る
方
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
も
そ
の
一
人
と
し
て
そ
の
感
想
を
考
古
学
的

な
視
点
も
含
め
て
述
べ
て
み
た
い
。

　
「
人
新
世
」
と
は
「
人
類
の
時
代
」
と
言
う
意
味
の
地
質
学
上
で
の
新
し
い
時
代
区
分
の

用
語
で
、
縄
文
時
代
、
凡
そ
一
万
千
七
百
年
前
に
始
ま
っ
て
現
在
も
続
く
「
完
新
世
」
の
世

の
中
で
も
、
さ
ら
に
一
九
五
〇
年
以
降
を
特
別
に
指
す
言
葉
と
し
て
意
図
さ
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
完
新
世
の
前
は
マ
ン
モ
ス
や
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
が
活
躍
し
た
更
新
世
の
時
代
で

あ
り
、
所
謂
「
氷
河
期
」
と
「
間
氷
期
」
が
繰
り
返
し
お
こ
っ
て
い
た
。
考
古
学
上
で
は
旧

石
器
時
代
を
指
す
。
こ
こ
ま
で
書
け
ば
賢
明
な
読
者
は
一
九
五
〇
年
と
い
う
西
暦
年
に
気
が

向
く
で
あ
ろ
う
。
今
や
考
古
学
ば
か
り
で
は
な
く
年
代
測
定
と
言
え
ば
Ｃ
14
が
直
ぐ
に
思
い

浮
か
ぶ
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
Ｂ
Ｐ
１
９
５
０
年
と
の
但
し
書
き
が
付
く
の
が
常
で
あ

る
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
つ
い
最
近
ま
で
そ
の
意
味
を
知
ら
ず
に
い
た
し
、
注
意
す
ら
向
け

る
こ
と
も
な
か
っ
た
自
分
が
い
た
の
で
余
計
に
こ
の
記
事
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

詳
し
く
は
述
べ
な
い
が
、
一
九
五
二
年
に
始
ま
る
水
爆
実
験
等
々
に
よ
り
大
気
中
に
お
け
る

放
射
性
物
質
が
世
界
中
に
拡
散
し
て
、
人
類
に
よ
る
核
放
射
能
の
地
球
的
汚
染
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
節
目
の
年
代
と
も
重
な
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
心
あ
る
地
質
学
者
の

面
々
は
、「
一
九
五
〇
年
以
降
現
在
ま
で
の
約
七
十
年
間
の
変
化
の
速
さ
は
、
新
し
い
地
球

の
状
態
に
移
行
し
た
と
認
識
す
る
に
は
十
分
で
、
人
類
の
こ
れ
か
ら
を
ど
う
す
る
か
と
い
う

議
論
を
抜
き
に
人
新
世
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
結
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
近
年
声
高

に
言
わ
れ
る
異
常
気
象
へ
の
注
意
喚
起
や
環
境
破
壊
へ
の
警
鐘
と
続
く
の
で
あ
る
。
は
て
さ

て
、
未
来
の
考
古
学
者
は
現
在
の
地
層
を
指
し
て
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
数
値
や
環
境
破
壊
因
子
を

根
拠
と
し
て
１
９
５
０
年
辺
り
、
以
降
と
か
の
年
代
判
定
を
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
…

　
　
　
　
　

▲新庄城二の丸土層断面

う
き
た
む
風
土
記
の
丘
考
古
資
料
館
運
営
協
議
会
委
員　
　
　

阿
部　

明
彦

人
新
生
（
ひ
と
し
ん
せ
い
）
～
新
し
い
地
質
年
代
観
の
提
案
～



特
別
テ
ー
マ
展

特
別
テ
ー
マ
展

　
　
　
　

令
和
令
和
55
年年
66
月月
1010
日日((

土土))

～～
99
月月
33
日日((

日日))

　
「
遊
佐
町
の
考
古
学

「
遊
佐
町
の
考
古
学
ⅠⅠ　

―
旧
石
器
か
ら
縄
文
時
代
―

―
旧
石
器
か
ら
縄
文
時
代
―

」」

催
し
物
の
ご
案
内

　

今
後
の
催
し
物
で
す
。
興
味

の
あ
る
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◇
第
32
回
企
画
展　
　
　
　
　
　

9
月
14
日

（土）
～
12
月
1
日

（日）

◇
第
26
期
考
古
学
セ
ミ
ナ
ー　
　

9
月
22
日
・
29
日
・
10
月
6
日

（日）

◇
秋
の
遺
跡
め
ぐ
り　
　
　
　

10
月
20
日

（日）

◇
勾
玉
・
弓
矢
・
石
器
を
つ
く
ろ

う
！11

月
3
日

（祝）

◇
企
画
展
記
念
講
演
会　

    

11
月
10
日

（日）

◇
ガ
ラ
ス
玉
を
つ
く
ろ
う
！　

11
月
16
日

（土）

◇
コ
ー
ス
タ
ー
・
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

を
つ
く
ろ
う
！

11
月
30
日

（土）

◇
大
人
の
自
由
研
究
②　
　
　

11
月
24
日
・
12
月
1
日
・
8
日

（日）

　

遊
佐
町
は
県
内
で
最
も
早

く
科
学
的
な
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
た
町
で
、
そ
の
後
も
旧

石
器
時
代
か
ら
中
世
ま
で
多

く
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
そ
の
一
回
目
と

し
て
旧
石
器
時
代
と
縄
文
時

代
の
出
土
品
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
八
章
の
展
示

構
成
と
し
ま
し
た
。

第
一
章
　
遊
佐
町
の
旧
石
器

時
代

　

山
形
県
の
後
期
旧
石
器
時

代
前
半
期
の
水
林
下
遺
跡
、

懐
ノ
内
Ｆ
遺
跡
と
、
後
半
期

の
金
俣
遺
跡
、吹
浦
遺
跡「
宮

山
坂
Ｆ
」
細
石
刃
等
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

第
二
章
　
遊
佐
町
の
縄
文
時

代
早
期
・
前
期
の
土
器

　

早
期
で
は
小
山
崎
遺
跡
の

中
葉
か
ら
末
葉
、
金
俣
Ｂ
遺

跡
の
末
葉
、
前
期
で
は
小
山

崎
遺
跡
の
初
頭
か
ら
後
葉
ま

で
の
土
器
を
展
示
し
て
い
ま

す
。

　

西
壁
中
央
部
か
ら
北
半
部

に
は
吹
浦
遺
跡
で
出
土
し
た

前
期
末
葉
の
土
器
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

第
三
章
　
遊
佐
町
の
縄
文
時

代
中
期
の
土
器

　

北
壁
に
は
小
山
崎
遺
跡
の

中
期
前
葉
の
北
陸
系
の
土
器

片
を
、
次
に
杉
沢
Ｃ
遺
跡
の

中
期
前
葉
の
深
鉢
、
中
央
部

に
は
柴
燈
林
遺
跡
と
竜
沢
山

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
中
期
中

葉
の
深
鉢
や
北
限
の
火
炎
土

器
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

東
端
に
は
、
小
山
崎
遺
跡

の
斜
面
部
の
住
居
跡
か
ら
出

土
し
た
中
期
末
の
深
鉢
や
注

口
土
器
を
展
示
し
て
い
ま

す
。

第
四
章
　
遊
佐
町
の
縄
文
時

代
後
期
の
土
器

　

北
東
隅
に
は
小
山
崎
遺
跡

の
後
期
前
葉
の
土
器
を
、
東

壁
北
部
に
は
三
崎
山
Ａ
遺
跡

と
小
山
崎
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
後
期
中
葉
の
深
鉢
等
を
、

東
壁
中
央
部
か
ら
北
寄
り
に

は
小
山
崎
遺
跡
と
神
矢
田
遺

跡
の
後
期
後
葉
の
土
器
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

第
五
章
　
遊
佐
町
の
縄
文
時

代
晩
期
の
土
器

　

東
壁
の
中
央
か
ら
南
部
に

は
小
山
崎
遺
跡
、
神
矢
田
遺

跡
の
晩
期
前
葉
か
ら
末
葉
の

土
器
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

第
六
章
　
縄
文
時
代
の
石
器

の
変
遷

　

前
期
中
葉
の
小
山
崎
遺

跡
、
末
葉
の
吹
浦
遺
跡
、
中

期
で
は
柴
燈
林
遺
跡
と
牛
渡

１
遺
跡
の
、
後
期
で
は
小
山

崎
遺
跡
の
石
器
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

第
七
章
　
縄
文
時
代
の
狩

猟
・
漁
撈
・
採
集
と
動
植
物

遺
体

　

小
山
崎
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
石
器
以
外
の
土
製
品
・
石

製
品
、
木
製
品
や
骨
角
器
、

そ
れ
に
、
食
料
と
な
っ
た
動

植
物
遺
体
を
展
示
し
て
い
ま

す
。

第
八
章
　
縄
文
時
代
の
祈

り
・
装
飾
、
物
流
・
交
流

　

吹
浦
遺
跡
、
小
山
崎
遺

跡
、
神
矢
田
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
土
偶
、
異
形
石
器
、
土

製
石
製
の
耳
飾
り
、
骨
角
製

装
身
具
、
漆
関
連
製
品
、
ヒ

ス
イ
製
品
、
青
銅
刀
の
レ

プ
リ
カ
等
を
展
示
し
て
い
ま

す
。

▲吹浦遺跡出土土器



　

第
32
回
企
画
展
は
『
や
ま

が
た
の
遺
跡
の
中
の
カ
ミ
・

ホ
ト
ケ
」
と
題
し
、
こ
れ
ま

で
に
県
内
で
調
査
さ
れ
た
遺

跡
か
ら
見
つ
か
っ
た
、
古
代

か
ら
近
世
ま
で
の
祭
祀
に
関

連
す
る
遺
構
・
遺
物
の
展
示

を
行
い
ま
す
。

　

第
1
章
「
祈
り
の
形
」
で

は
、
仏
像
・
神
像
や
形
代
、

仏
具
な
ど
の
祭
祀
遺
物
を
展

示
し
ま
す
。
第
一
節
で
は
、

三
条
遺
跡
、
今
塚
遺
跡
、
山

海
窯
跡
、
宮
ノ
下
遺
跡
、
上

野
遺
跡
、
大
南
遺
跡
、
山
形

城
三
の
丸
遺
跡
、
荒
川
2
遺

跡
、
矢
馳
A
遺
跡
な
ど
か
ら

出
土
し
た
、
神
仏
を
描
い
た

と
考
え
ら
れ
る
墨
書
土
器
や

木
簡
、
神
像
、
仏
像
を
展
示

し
ま
す
。
第
二
節
で
は
俵
田

遺
跡
、
今
塚
遺
跡
、
生
石
2

遺
跡
、
蝉
田
遺
跡
、
馳
上
遺

跡
、
手
蔵
田
遺
跡
、
八
幡
一

遺
跡
、
大
楯
遺
跡
、
亀
ヶ
崎

遺
跡
、
鶴
ヶ
岡
城
な
ど
か
ら

出
土
し
た
、
人
形
、
舟
形
、

武
器
形
な
ど
の
形
代
を
展
示

し
ま
す
。
第
三
節
で
は
、
北

目
長
田
遺
跡
、
大
楯
遺
跡
、

上
高
田
遺
跡
、
山
形
城
三
の

丸
遺
跡
な
ど
か
ら
出
土
し

た
、
仏
具
等
を
展
示
し
ま

す
。

第
32
回
企
画
展

令
和
6
年
9
月
14
日(

土)

～
12
月
1
日(

日)

　

第
2
章
「
書
き
残
さ
れ
た

祈
り
」
で
は
、
祭
祀
に
関
連

す
る
木
簡
や
墨
書
土
器
な
ど

を
展
示
し
ま
す
。
第
一
節
で

は
、
今
塚
遺
跡
、
太
夫
小
屋

遺
跡
、
馳
上
遺
跡
、
生
石
２

遺
跡
、
横
山
C
遺
跡
、
宮
ノ

下
遺
跡
、
三
条
遺
跡
、
蝉
田

遺
跡
、
道
伝
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
祭
祀
に
関
連
す
る
墨
書

土
器
、
刻
書
土
器
を
展
示
し

ま
す
。
第
二
節
で
は
、
服
部

遺
跡
、
後
田
遺
跡
、
馳
上
遺

跡
、
藤
島
城
跡
、
小
田
島
城

跡
、
山
形
城
三
の
丸
遺
跡
な

ど
か
ら
出
土
し
た
祭
祀
に
関

連
す
る
木
簡
や
笹
塔
婆
を
展

示
し
ま
す
。

　

第
3
章
「
祈
り
の
場
」
で

は
、
寺
院
跡
や
仏
堂
跡
と
考

え
ら
れ
る
遺
跡
、
遺
構
を
紹

介
し
、
そ
の
出
土
品
を
展
示

し
ま
す
。
高
松
Ⅱ
・
Ⅲ
遺
跡
、

太
夫
小
屋
遺
跡
、
八
幡
一
遺

跡
、
上
の
寺
遺
跡
、
中
山
廃

寺
跡
、
覚
範
寺
遺
跡
、
米
沢

城
跡
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　

第
4
章
「
祈
り
の
風
景
」

と
し
て
、
祭
祀
遺
構
や
埋
葬

遺
構
、
経
塚
な
ど
を
紹
介

し
、
そ
の
出
土
品
を
展
示
し

ま
す
。
第
一
節
で
は
、
関
B

遺
跡
、
岩
崎
遺
跡
、
新
青
渡

遺
跡
、
南
興
野
遺
跡
等
で
見

ら
れ
る
井
戸
祭
祀
に
関
わ
る

遺
物
を
展
示
し
ま
す
。
第
二

節
で
は
下
長
橋
遺
跡
、
東
田

遺
跡
、
浮
橋
遺
跡
な
ど
で
見

ら
れ
る
地
鎮
祭
祀
に
関
わ
る

遺
物
を
展
示
し
ま
す
。
第
三

節
で
は
行
司
免
遺
跡
、
柳
沢

A
遺
跡
、
渋
江
遺
跡
、
八
幡

西
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
、
葬

送
儀
礼
に
関
わ
る
遺
物
を
展

示
し
ま
す
。
第
四
節
で
は
、

笠
松
山
経
塚
、
称
名
寺
裏
経

塚
、
金
俣
経
塚
、
滝
経
塚
、

郡
之
神
遺
跡
、
高
野
坊
遺
跡

か
ら
出
土
し
た
経
筒
や
一
字

一
石
経
石
、
バ
バ
岳
山
頂
出

土
経
筒
な
ど
を
展
示
し
ま

す
。

　

山
形
県
に
お
け
る
古
代
か

ら
近
世
ま
で
の
、
人
々
と
カ

ミ
・
ホ
ト
ケ
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
考
え
る
展
示
に
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆

様
ぜ
ひ
ご
来
館
下
さ
い
。

▲大南遺跡

　僧形神立像

遺
跡
の
中
の
カ
ミ
・
ホ
ト
ケ

や
ま
が
た
の

▲笠松山遺跡 1 号墳

　銅鋳製経筒

▲高野坊遺跡出土墨書礫



置賜史跡めぐり（57） 
西
條
天
満
宮　

西
條
天
満
宮　
米
沢
市
門
東
町　

●
創
建
年
代
不
明
（
江
戸
時
代
初
め
頃
か
）

米
沢
市
門
東
町　

●
創
建
年
代
不
明
（
江
戸
時
代
初
め
頃
か
）

　

今
回
は
、
米
沢
市
門
東
町
に
あ
る

西
條
天
満
宮
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

西
條
天
満
宮
は
、
米
沢
藩
の
上
級

家
臣
で
あ
る
、
西
條
家
の
屋
敷
内
で

祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
創
建
さ
れ
た

年
代
は
は
っ
き
り
と
は
伝
わ
っ
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
話
が
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
の
末
、
元
弘
二
年

（
一
三
三
二
）、
後
醍
醐
天
皇
は
倒
幕

に
失
敗
し
隠
岐
の
島
（
現
在
の
島
根

県
）
へ
と
配
流
と
な
り
ま
す
。
翌
年

後
醍
醐
天
皇
は
島
か
ら
脱
出
を
試
み

ま
し
た
。
そ
の
時
、
信
州
の
出
で
あ

る
市
川
倫
房
と
い
う
武
士
が
自
ら
船

頭
を
務
め
、
天
皇
を
船
の
底
へ
と
隠

し
て
無
事
に
豪
族
の
名
和
長
年
の
元

へ
と
送
り
届
け
ま
し
た
。
こ
の
功
績

に
よ
り
、
倫
房
は
天
皇
よ
り
舟
の
櫂

の
家
紋
を
賜
り
ま
す
。
そ
の
際
、
一

緒
に
直
垂
と
菅
原
道
真
の
肖
像
も
下

賜
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

建
武
の
新
政
の
後
、
倫
房
は
信
州

西
條
の
地
を
与
え
ら
れ
、
西
條
姓
を

名
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が

西
條
家
の
始
ま
り
で
す
。

　

西
條
家
は
新
田
氏
、
関
東
管
領
上

杉
氏
、
武
田
氏
に
仕
え
た
後
、
上
杉

景
勝
の
家
臣
と
な
り
、景
勝
の
会
津
・

米
沢
の
転
封
に
随
伴
し
ま
し
た
。

米
沢
に
移
っ
て
か
ら
西
條
家
は
現
在

の
門
東
町
に
居
住
し
、
屋
敷
内
に
下

賜
さ
れ
た
肖
像
と
、
始
祖
で
あ
る
市
川

倫
房
を
祀
る
社
殿
を
建
立
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
西
條
天
満
宮
（
西
條
天
神
）
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

尚
、
現
在
西
條
天
満
宮
は
平
成

二
十
二
年
に
皇
大
神
宮（
米
沢
市
本
町
）

の
境
内
へ
と
移
さ
れ
て
い
ま
す
。
跡
地

に
は
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
再

建
さ
れ
た
社
殿
が
残
さ
れ
、
周
囲
は
公

園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
園
の
近
く
に
は
、
直
江
兼
続
の
指

揮
で
築
か
れ
た
米
沢
城
三
の
丸
の
土
塁

が
あ
り
ま
す
。
西
條
天
満
宮
の
社
殿
も

そ
の
土
塁
の
上
に
築
か
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
公
園
で
は
マ
ル
シ
ェ
な
ど
が
開

催
さ
れ
、
米
沢
の
街
中
に
賑
わ
い
を
も

た
ら
す
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。
公
園

に
訪
れ
た
際
に
は
、
米
沢
の
歴
史
の
一

端
を
感
じ
て
み
る
の
も
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

菅
玉(

く
だ
た
ま)

っ
て
何
で
し
ょ
う
？　

孔

を
貫
通
さ
せ
た
円
筒
形
の
玉
の
こ
と
で
、
弥
生
時

代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
勾
玉
、
ガ
ラ
ス
玉
と

共
に
多
用
さ
れ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
で
す
。
管
に
紐

を
通
し
繋
げ
て
首
飾
り
、
胸
飾
り
、
腕
飾
り
に
し

て
い
ま
し
た
。
材
料
は
碧
玉
、
緑
色
凝
灰
岩
、
滑

石
、
メ
ノ
ウ
、
ヒ
ス
イ
、
ガ
ラ
ス
と
多
岐
に
わ
た

古
墳
時
代
後
期　

●
山
形
市　

お
花
山
古
墳
群
1
号
墳

我
が
館
の
展
示
品
（
51
）

管　

玉

り
ま
す
。
穿
孔
具
は
竹
、
鳥
類
の
骨
、
石
針
、
鉄

針
を
使
い
研
磨
剤
と
し
て
硬
く
微
細
な
砂
を
使
用

し
て
１
～
２
ミ
リ
の
穴
を
開
け
ま
し
た
。

　

当
館
で
は
お
花
山
古
墳
群
1
号
墳
で
出
土
し
た

管
玉
、
勾
玉
、
小
玉(

ガ
ラ
ス
玉)

を
並
べ
て
展

示
し
て
い
ま
す
。
先
人
の
技
術
、
玉
の
違
い
を
ご

覧
頂
け
ま
す
。

▲お花山古墳群１号墳出土の管玉

▲旧米沢城三の丸

▲旧西條天満宮社殿

▲東側より、社殿と外堀


